
江口グループ 令和7年10月発行第　　　号219

さん、こんにちは！ 今月も江口グループわくわく倶
楽部のニュースレターをお読みいただきありがと

うございます。
　私ごとですが、先月よりマラソン大会に出場し、スポー
ツの秋を満喫しています。9月13日に加賀市で開催され
た「加賀温泉郷寛平ナイトマラソン」。大変厳しい大会で
したが、無事ゴールすることができました！
　このマラソンは、間寛平さんをはじめ吉本の芸人さん
たちが多数応援に駆けつけてくださり、お笑いライブま
で開催される、楽しくて特別な大会です。走っている最中
も沿道で芸人さんが声をかけてくださり、思わず笑って
しまう場面が何度もありました。苦しい道中の大きな励
みになったことは間違いありません。
　とはいえ、コースは非常に厳しいものでした。山中温泉
をスタートし、九谷ダムや県民の森を通る全長32km。フ
ルマラソンより10km短いものの、高低差はなんと400m。
400mを駆け上がり、降りてくるというハードなコースで
す。さらに16:00スタートのため、走るうちに辺りは暗く
なり、大半は真っ暗な山道を走ることになります。昼間の
マラソンであれば風景や沿道の応援が力になりますが、
ナイトマラソンは全く違います。頼れるのは小さなヘッド
ライトの光と、自分の心と体だけ。孤独と向き合いながら
進む時間でした。

回の目標は「とにかく完走」。特に私は登り坂が大
の苦手で、普段のランニングでも極力避けている

ほどです。ですがこの大会は最初の20kmが延々と続く
登り坂。だからこそ「登りに負けず完走する」という気持
ちで挑みました。10kmを過ぎた頃には「ただただしんど
い」という言葉しか出てきません。足は重く、呼吸は乱れ、
何度も「もう止めようかな」と思いました。それでも一歩
ずつ前に進めたのは、「ここまで準備してきた」という自
分への信頼と、沿道から聞こえる応援、そして共に走るラ
ンナーの姿でした。県民の森を過ぎると急勾配の「心臓
破りの坂」が待ち構えており、ここでは歩かざるを得ませ
んでした。それでも登り切った頂上からの景色は、それま

での疲れを吹き飛ばすほどの輝きに満ちていました。頂
上に立った瞬間の達成感は言葉にできないほど大きく、
「走ってきて良かった」と心から思えました。
　そこから始まる10kmの下り坂。暗闇の中、ヘッドライト
の光だけを頼りに走る道。風や空気、足に伝わる疲労感
すらも、今では特別な思い出です。そしてついにゴールが
見えてきました。足は限界に近づいていましたが、ゴール
ラインを越えた瞬間、全身を包んだのは圧倒的な達成感。
頂上で味わった感動に続き、ゴールでもう一度味わうこ
とができました。ひとつの大会で二度も達成感を感じら
れるマラソンは、なかなかありません。登り切った瞬間、
そしてゴールした瞬間。二度も心を震わせてくれた「加賀
温泉郷寛平ナイトマラソン」は、間違いなく忘れられない
大会となりました。
　応援してくださった皆さん、本当にありがとうございま
した。そして一緒に走ったランナーの皆さんも、本当にお
疲れさまでした。何よりも、ボランティアの皆さんに心か
ら感謝を伝えたいです。飲み物を差し出してくれた手、夜
の中で笑顔を絶やさず応援してくれた姿。その一つひと
つが積み重なって、ランナーを支えてくれていました。「完
走できたのはボランティアの皆さんのおかげ」――これ
は決して大げさではなく、本当にその
一言に尽きます。

れぞれの挑戦、それぞれ
の達成感が、この大会

を特別なものにしてくれまし
た。厳しい大会でしたが、ま
た来年、この地で同じ感動
を味わいたいと思います。
　そして私の挑戦は続きま
す。10月には金沢マラソン、
12月には湘南国際マラソン
に出場予定です。次の挑戦に
向けて練習に励んでいます！

加賀温泉郷寛平ナイトマラソン完走！
ゴールの瞬間に感じたもの
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江口グループ現場だより
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さんこんにちは。広報部のかわさきです。
今回は嬉しいお知らせです　 このたび江口組は、

小松市下牧町で施工した九竜橋川排水区雨水幹線函渠
整備工事において、「小松市建設優良工事」を受賞いたし
ました！

月26日に開催された表彰式では、社長が受賞者を
代表して謝辞を述べました。

「共に頑張ってきた仲間たちに、心から感謝し、誇りに思い
ます」
「この表彰は社員にとって大きな励みとなり、“あの人のよ
うになりたい”と思える目標や憧れになります」
　今回の受賞は、現場で尽力した社員はもちろんのこと、
支えてくださった全社員の力があってこそ実現できたもの
です。部署を越えて一人ひとりが連携し、「和の力」で取り
組んだ成果が、このような形で評価されたことを大変嬉し
く思います。そして何より、日頃からあたたかく見守り、工
事にご理解とご協力をくださった地域の皆さまのおかげで、

このような賞につながりました。
本当にありがとうございます。

口組は今後も
「みんなのまち

をつくる土木」として、
より良い品質と安全を
追求し、地域の皆さま
から信頼される企業を
目指していきます！

地域と仲間に支えられて...
小松市建設優良工事を受賞　

工事の完成写真です　

これで大雨が降っても安心です！

キャラクターを使った、江口組らしい　

「ありがとうBOX」です！

皆
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さんこんにちは。広報部のきゅうだです。
江口組は今期から「ありがとうが溢れる会社」を目

指す取り組みを始めました。社員同士が日々の中で感じた
感謝の気持ちを気軽に伝え合えるよう、「ありがとうカー
ド」を用意し、ちょっとした気づきや嬉しかったことをカード
に書いて、「ありがとうBOX」に投函します。集まったカード

は会議室に掲示し、誰もが目にできるようにしています。
ードには、「頑張っている姿から勇気をもらってい
ます」「いつも元気をくれてありがとうございます」

など、普段なかなか口にできない“ありがとう”の言葉や、
気づきにくい小さな気遣い・努力などが書かれており、読
むと自然に温かい気持ちになります！
　また、「ありがとうカード」をきっかけに部署や年齢を超
えたコミュニケーションや信頼関係も生まれています。
　今後も江口組は、社内はもちろん、地域やお客様へも感
謝の気持ちを届けられるような会社を目指していきます！

小さなことでも感謝の気持ちを
伝えられる会社へ

皆
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社長が受賞者を代表して

謝辞を述べました
。

たくさんのありがとうが集まりました★
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ご意見・ご感想などがございましたら

ＳＮＳ または 同封してあります

アンケートハガキにてご連絡下さい！！

10月に入り、朝晩はぐっと冷え込むようになりましたが、日中は
過ごしやすい気候になってきました。
ただ、急な気温の変化で体調を崩しやすい季節でもありますので、
みなさん体調管理にはお気をつけください。
さて、今月も恒例の【元気のでる食べ物】を聞いてみました！
美味しいごはんを食べて、元気に秋を楽しみましょう─！！
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